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新型コロナウイルスとの闘いにおける
ロータリーの役割

◆ 会 長 の 時 間 ◆

（編集担当　宮田）

ロータリアンの皆さま
　現在、新型コロナウイルス（COVID-19）が私たちの生活の
あらゆる側面にリアルタイムで影響を及ぼしており、ロータリ
アンは通常とは異なる事態に直面しています。「世界を変える
行動人」 として自由に動き、会合を開き、支援の手を差し伸べ
て世界に関与できることが最善の状態ではありますが、目下
の状況では、一緒に学び、成長し、そして奉仕することが非常
に困難となっています。
　リーダーシップが求められる今日、私たちは地域社会のリー
ダーとなっており、多くの点において今こそ私たちが必要とさ
れるときとなります。私たちはこれまで、助けを必要としている
人びとに迅速に支援を提供するため、行動し、協力する能力
を証明してきました。それはまさに、現在の世界で必要とされ
ているスキルです。新型コロナウイルスに対する世界的な取り
組みは各国での行動にかかっており、ロータリーには、すべて
の国と地域社会で、それらの行動を前進させるための能力が
備わっています。
　ロータリアンは、ロータリークラブ、ローターアクター、インター
アクターと協力し、あらゆる技術を駆使して大きなプロジェ
クトに取り組むことができます。実際、保健当局が必要とされ
る情報を伝えたり、必要な機器や支援を提供したりする際に、
ロータリークラブが力となる例が数多くあります。
　ロータリー会長、そして会長エレクトとして、私たちは今後
のロータリー行事に関して極めて真剣に検討を行ってきまし
た。ご存じかもしれませんが、私たちは国連との協力関係に焦
点を置いた二つの会長主催会議（それぞれパリとローマが開
催地）を中止するという困難な決定を下しました。また、ロータ
リー地区とクラブには、国や地元の保健当局の勧告に従って、
近く開催予定の会合や行事を中止または延期することを推奨
しております。 
　この困難な状況において、すでに多くのクラブや地区が、テ
クノロジーを賢明に駆使し、それぞれの地域社会でリーダー
シップを発揮する機会を見出しています。例として、イタリアの
Eクラブは新型コロナウイルスへの認識向上を目的としたオン
ラインセッションをライブ発信し、台湾のクラブは企業や薬剤
協会と連携して手の消毒液ボトル1600本を基隆市に提供し、
スリランカでは保健推進局によるウイルス対策メッセージの
配信を援助するため複数クラブがソフトウェアとハードウェア
のアップグレードを支援しています。 
　ウイルスの状況が今後どのような経路をたどるのかはまだ
分かりません。私たちは、保健システムによる課題への対応を
可能にするために、短期的に症例数を減らすための役割を果
たすことができるでしょう。もし世界の力を集結して現況の制
御に役立つことができれば、願わくば、ホノルルで開催される
2020年ロータリー国際大会で、私たちの中核的価値観をあら
ためて心に刻むことができることでしょう。そこで私たちが共
に過ごす時間は、これまで以上に大きな意味と目的をもつこと
でしょう。

　この原稿を書いている今日は4月22日です。発行されるの
は5月8日で状況が今とは変わっていることと思います。
　さて、緊急事態宣言が発令されて2週間が経ち、不要不急の
外出を自粛する体制が続いています。梅田周辺の人出は、感
染拡大前の89％まで落ちたと報道されていましたが、私の周
辺の商店街、スーパー、公園は週末、家族ずれで賑わっていま
した。中心部では守られているようですが、生活の場となる地
域では難しいようです。
　私共の会社は不動産賃貸業です。テナントのスポーツ施設、
物販、学習塾などが大阪府の休業要請を受け、休業に入りこ
れから賃料交渉等、色々と影響が出てきそうです。またマンショ
ンなど住居系は、昼間から在宅勤務や学校休校で自宅におら
れる方が多いためか音などによる住民間のトラブルが増えて
います。このような時だからこそ、皆が少しずつ譲り合いお互
い気持ちよく過ごす気遣いが必要だと感じます。そして医療物
資が不足している中、最前線で働いて下さっている方々に心か
ら敬意を表したいと思います。
　昨秋のラグビーワールドカップ（W杯）ではご存じのように、
日本チームはベスト8という素晴らしい結果を出し、日本中が
彼らの戦いに熱くなりました。その時の日本代表チームのス
ローガンは「ワンチーム」でしたが、今まさに日本中が「ワン
チーム」で、このコロナ禍を乗り越え、日常が戻ってくることを
切に願っています。

　すべての参加者の安全を確保するため、6月の国際大会の
計画を今後も綿密に検討していくことをご承知おきください。
世界保健機関（WHO）や米国疾病対策センター（CDC）など、
世界で最も信頼される情報源を注視しつつ、皆さまと皆さまの
ご家族が大会参加に関して何が最善であるかを決定できるよ
うにしたいと考えております。
　今は、「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマを革新的な方
法で示す機会となります。また、私たちはWHOと地元保健当
局の勧告に注意深く従うべきであり、それには、感染を引き起
こしうる不必要な接触を減らすためにクラブの行事や会合を
中止することも含まれます。私たちが注力できることは、恵ま
れない境遇にある人びとが孤立や不安に対応できるよう支援
し、保健当局が現況に対処できるよう支援するなど、各地域社
会での活動となるでしょう。
　私たちはリアルタイムでこの状況に対応しています。最新情報
は、rotary.orgの新型コロナウイルス関連ページをご参照ください。 
https://www.rotary.org/ja/rotary-monitors-coronavirus-outbreak

　私たちのほぼ全員にとって、これは前例のない挑戦です。
しかし同時に、人びとと地域社会を導き、世界を良い方向へと
導くための意義ある新しい方法を見つける機会ともなります。
　私たちは、地元と世界中で地域社会を守り、かつ強化する
ために多くを実現する団体の一員であることを、かつてないほ
どに誇りとすることができるでしょう。
　心を込めて
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